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: 緒    言

転換畑の大豆連作地において,大豆収穫後,圃場に用水

を弓|き , 127～ 139日 間湛水状態に保ち, 翌春再び大豆を

作付した場合の生育収量に及ぼす効果について 3か年にわ

たり検討した。

2試 験 方 法

(1)試験年次 : 1981～ 1983年

0)供試圃場及び土壌条件 : 1978年に水田より転換し,
大豆を中心とした連輪作に関する試験を 3年間実施した表

層腐植質多湿黒ボク上の圃場である。転換初年目に明 暗
渠を施工し,リ ン酸多投による土壌改良を行っている。

C)冬期湛水の方法 : 大豆収穫後,暗渠の集水管を開
じ,用水路より灌水し,湛水掛け流し状態で越年する。対

照区は畦畔シートを埋設し,土のうを積み浸水を防いだ。

翌春,融雪後に排水をはかり,慣行法に従い大豆を作付 し

た。

●)供試条件と区の構成 (表 1を参照 )
1)1981年 : 大豆作付年数が 2～ 4作目となる作付

体系と139日 間の冬期湛水処理を組み合わせた。また湛水

時に代掻きを行った場合の差異についても検討した。

2)1982年 : 前年同様 132日 FB5湛水し,単年及び 2

年連続湛水した区を設定し,土壌改良 (リ ン酸吸収係数 25

%相当量の溶リン,過石投入 )効果との組み合わせで検討

した。

3)1983年 : 連続湛水年数 (1～ 3年 )と秋期にお

ける石灰窒素 4″ /′ の施用有無を組み合わせて試験を実

施した。

“

)耕種概要 : 供試品種はオクシロメで,播種期は
1981年が 5月 22日 ,1982年が 5月 24日 ,1983年が 5月 18

日である。各年次とも栽植密度は133本 /″ (75"X20",
2本立 )と し,堆肥 1500/′ ,化成肥料 (5-15-20)5
″/ク ,苦土石灰6″ /ク を施用した。試験区の面積は年次

により異なるが,25～ 45ア の 2区制で実施した。

3結 果 と 考 察

連作に伴う大豆の生育収量の変動を見ると,連作してい

くにつれ,生育量 (全量 )の減少 ,成熟の早期化,登熟日

数の短縮が認められ,下位葉の早期黄化や落葉,根面の早

期褐変,立枯性病害の発生などが観察された。節数,分枝

数 ,奏数 ,百粒重は 3～ 4作 目から減少し始め,収量は初

作目を 100とすれば 3作 日で60, 4～ 6作目では47～ 55

%に減じた。これらの収量低下要因の一つに立枯性病害の

発生があげられる。その発生率と奏数,百粒重及び収量に

は,いずれも有意な負の相関関係が認められた。また,罹

病程度が重いほど,節数 ,葵数の減少が著しく,枯上りが

早く,粒肥大が阻害されて小粒化した。

表 1に 3か年の生育収量について示した。

(1)1981年

冬期湛水によって生育量が増加し,分枝が発達して節数 ,

葵数カラ くなった。この結果, 3作付体系の平均収量で見

ると,耕起湛水区388″ /α ,代掻湛水区381″ /ク となり,
対照区に比較して両者とも20%の増収を示した。また代掻

きの有無による差異は,代掻区で主茎長が抑制気味となり,

分枝数,葵数とも多いが収量に大差は認められなかった。

2)1982年

生育経過は前年までとはぼ同様である。本年は特に連年

湛水した区で粒肥大が良好となった。収量は 1年湛水368

″/´ , 2年湛水 417″ /″ , 3年 47K415″ /σ となり,

対照区との比較では, 1年湛水は2%, 2～ 3年湛水では

15～ 16%の効果を示した。一方,石灰窒素施ll効果は,

無湛水区や 1年湛水区で認められたが, 2～ 3年湛水区で

は効果が表われなかった。

また,図 1には1983年における立枯性病害 (主として

黒棚腐病 )発生率の推移を示した。冬期湛水によって発生

率が少なくなる傾向が認められ,連年湛水区では顕著であ

る。これらの傾向は1982年においても同様に観察された。

また,石灰窒素の施用によっても発病が抑常1されることが

うかがわれた。

一方,冬期湛水による土壌の理化学性の変化を見ると,

化学性の面では,石灰の増加,苦土,加里の減少傾向が認

められる。また,理学性では,耕起前のILE二相は冬期湛

水により固相が増加し,気相は減少する傾向にあるが,大

豆作付跡地では大きな差異は認められなかった。また,播

種前の砕土率は湛水により粒径 05"以下の割合が少なく,
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表 , 生育収 量

験
次
試
年 湛水処理区名 処 理オ

主茎長

(m)

分枝数

(本 )

有効節数

( /ノ )
奏 数
( /″ )

全 重
(″ /′ )

子実収量

(″ /σ )

同左比率

(%)
百粒重

(夕 )

1981

対 照 (無 湛水 )
A

体系 B
C

74

69

64

44
39
44

1,016

996

926

659

534
553

35 1

290

315

1 227

225

23 5

耕 起 湛 水

A
B
C

80

75

67

42
40
46

514

463

436

1,10,

924

944

80 2

73 7

695

461

33 9

363

131

117

■5

226

220

226

耕 起 代 掻 湛 水

Ａ

Ｂ

Ｃ

71

69

65

56
48
47

1,184

1,036

871

450

356

336

128

123

107

239
218

212

1982

対 照 (無 湛 水 )
P

42
49

388

416

778

964

57 1

724

100

100

21 1

205

1年 湛 水
P

60

62

46
50

1,043

1,162

647
82 1

372

450

121

115

20 2

218

2年湛水 (耕起 )
P

48
50

461

520

1,135

1,127

792

852

433

467

141

H'
218

212

2年湛水 (不耕起 )
P

70

75

52
51

1,184

1,142

811

856

443

467

144

119

224

220

1983

対 照 (無 湛 水 )
CC

75

80

37
31

332

317

772

757

697
73 1

360

375

100

100

234

239

1年 湛 水
CC

77

81

28

39
714

812

368

427

102

114

230

238

2年 湛 水
CC

72

81

41
34

885

874

786

74 1

417

395

116

105

249

243

3年 湛 水
CC

83

81

42
36

914

864

782

752

115

109

249
253

注 Ⅲ:体系A(バ レイショー飼料カブ‐トウモロコシ‐大豆‐大豆 )
B(バ レイショー飼料カブ=大豆‐大豆‐大豆 )
C(大豆=大豆‐人豆‐大豆 )

・ :無処理, PIリ ン酸多施, CC:石灰窒素施用

・
rl査期 8/11 9/17 一般に火山灰ILEでは非火山灰土に比べ,連作による減

収がおこりやすいとされ,特に黒ボク土では 3作日以降減

収程度が大きく,単なる堆肥の連用では収量低下を防ぐこ

とはできないといわれている。また連作による収量低下の

傾向は,品種によっても変わることが指摘され,立枯性病

害に抵抗力の強い品種は連作の影響を受け難いとされてい

る。

一方,立枯性病害の発生についても,品種間の抵抗性の

差異や土壌の種類,圃場排水の良否,気象条件などによる

変動が大きい。

本試験においても6作日ともなれば, 1年程度の冬期湛

水では大きな効果は期待できないものと思われる。

大豆連作地における冬期湛水効果は,土壌理化学性の変

化と湛水掛け流しによる土壌のクリーニング作用などの総

合的効果と考えることができるが,本試験では,これらの

解明が不十分であった。今後は,大豆の品種間差異や土壌

の種類による効果の差異,土壌微生物に対する影響などに

ついて更に検討する必要があると思われる。

発
`卜

率  0 10

図 1 立枯性病害の発生率 (%,1983年 )

土塊構成は転換初年目に近い状態で推移した。

以上, 3か年にわたる冬期湛水の収量に及ぼす効果を湛

水処理年数別に平均してみると,対照区 (無湛水区 )に対

する収量比は, 1年湛水で 115%(10区平均 ), 2年連続

湛水で120%(6区平均 )と なった。
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■■ :無施用
: ::施用
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